
グループ広報誌「OriOri」2020春号に掲載されたフレッシュ
まるいち小名浜工場の紹介記事
ベトナム語訳（右）も作成し、ベトナムの工場（Trans Pacific 
Seafood Co., Ltd.）でも紹介
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定塩鮭や味付いくらなどの製造を行う小名浜工場。
食品安全システム（FSSC22000）認証などを取
得し、安全で品質の高い製品を生産している

水産加工の現場は年々高齢化。小名浜工場では
1/3が外国人技能実習生

ベトナム人技能実習生
ブイ・ティ・フーン・ラン

ベトナム人技能実習生
グエン・ティ・アイン・ダオ

製造課長代理　
長瀬弘行
（ながせ・ひろゆき）

フレッシュまるいち 
代表取締役社長
岡 寛孝
（おか・ひろたか）

部長代理
上遠野直樹
（かとうの・なおき）

工場長
佐藤謙一
（さとう・けんいち）

ベトナム人技能実習生
グエン・トゥイ・ミー・チー

株式会社ニチレイ
代表取締役社長
大櫛顕也
（おおくし・けんや）

大
櫛
　工
場
を
見
学
し
て
感
じ
た

の
は
、
建
物
は
古
い
で
す
が
、
非

常
に
き
ち
ん
と
き
れ
い
に
管
理
が

行
き
届
い
て
い
る
こ
と
。
働
い
て

い
る
皆
さ
ん
も
、
き
び
き
び
と
元

気
で
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。
外

国
人
技
能
実
習
生
の
人
た
ち
も
、

現
場
に
溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。

佐
藤
　現
在
小
名
浜
工
場
で
は
、

14
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人
実
習
生
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
従
業
員
全
体

の
約
３
分
の
１
で
、
大
き
な
戦
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
櫛
　鮭
と
魚
卵
の
加
工
と
い
う

と
、
比
較
的
単
純
な
の
か
と
思
っ

た
の
で
す
が
、
現
場
を
見
る
と
、

細
か
い
気
配
り
が
必
要
な
工
程
が

多
く
、
さ
ら
に
「
鮭
」
と
言
っ
て

も
サ
イ
ズ
も
形
も
マ
チ
マ
チ
な
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。

長
瀬
　自
然
の
生
き
物
な
の
で
、

本
当
に
一
匹
ず
つ
違
い
ま
す
。
同

じ
塩
分
濃
度
の
液
に
同
じ
時
間
漬

け
込
ん
で
も
、
同
じ
味
に
は
仕
上

が
ら
な
い
ん
で
す
。

大
櫛
　ベ
テ
ラ
ン
の
技
術
と
経
験

が
不
可
欠
な
わ
け
で
す
ね
。

佐
藤
　は
い
。
た
だ
、
わ
れ
わ
れ

ベ
テ
ラ
ン
が
引
退
し
た
と
き
の
こ

と
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

近
年
は
デ
ー
タ
を
き
ち
ん
と
取
っ

て
数
値
化
し
て
、
そ
こ
か
ら
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
や
業
務
改
善
を
考
え

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
若
手
を
中

心
に
進
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

大
櫛
　そ
の
中
で
ベ
ト
ナ
ム
人
実

習
生
が
活
躍
し
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
文
化
も
言
葉
も
違
う
人
た
ち

に
教
え
る
の
は
大
変
で
は
？
　

佐
藤
　一
番
大
き
い
の
は
、
言
葉

の
問
題
で
す
ね
。
ま
ず
は
こ
ち
ら

の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
わ
な
い
と
、
会
話
も
仕
事
も

成
り
立
た
な
い
の
で
。
特
に
、
地

元
の
浜
の
人
は
早
口
な
ん
で
す

よ
。
そ
れ
で
、
ま
ず
は
受
け
入
れ

る
側
の
日
本
人
従
業
員
の
教
育
か

ら
始
め
ま
し
た
。
と
に
か
く
ゆ
っ

く
り
易
し
い
言
葉
で
、
文
章
よ
り

も
単
語
で
話
し
て
、
と
。「
明
日

は
事
務
所
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ

い
」
で
は
な
く
、「
明
日
」「
事
務

所
」「
来
る
ね
」
の
ほ
う
が
、
通

じ
る
ん
で
す
。

大
櫛
　あ
ぁ
！ 

私
も
仕
事
で
中
国

に
行
っ
て
い
た
時
期
が
あ
る
の
で
、

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
文
法
と
か
考

え
出
す
と
、
話
が
で
き
な
く
な
っ

ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。
ス
ピ
ー
ド

に
も
つ
い
て
い
け
な
い
し
。
で
も
、

忙
し
い
現
場
の
人
た
ち
に
は
嫌
が

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

長
瀬
　な
く
は
な
い
で
す
。で
も
、

も
う
日
本
人
だ
け
で
は
現
場
が
回

ら
な
い
の
は
事
実
な
の
で
、
わ
れ

わ
れ
も
努
力
し
て
ち
ゃ
ん
と
会
話

が
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
か

な
い
と
ダ
メ
だ
と
。

佐
藤
　「言
っ
た
の
に
や
っ
て
く
れ

ま
ず
は
日
本
人
の
教
育
か
ら

品
質
を
左
右
す
る「
人
」の
力

ニチレイグループには、明日を変えていくため
に、業務の中でさまざまなチャレンジをしてい
る人たちがいます。「その現場を見て、直接話
を聞きたい！」という思いで、大櫛顕也社長が
全国のニチレイグループ事業所を訪ねます。

機械化が難しい水産加工業では、人手不足が大きな課題。小名浜工場は、
東日本大震災で大きな被害を受けた福島県いわき市にあり、人口減少や
高齢化などが相まって地元の働き手減少が深刻化している。そこで2015
年から外国人技能実習生を受け入れ、高い加工技術と品質を守りながら
事業を発展させていこうとしている。

どんな
  チャレンジ？

ひとくちに「鮭」と言っても、種類や産地、季節などによってサイズや形、脂のの
りも違う。ムダなく安定した味と品質に仕上げるためには、人の目と手が不可欠

フレッシュまるいち小名浜工場

水産加工の人手不足に
外国人技能実習生と挑む

第2回

働きがいの向上・人財育成
ニチレイグループでは、従業員をかけがえの無い存在と考え、「人材」ではなく「人財」と表記しています。多様な人財や価値観
や発想を受け入れ組織を活性化することで、さらなる生産性の向上や活力ある職場づくりを目指しています。
2017年には「ニチレイグループ 働き方改革方針」を定め、事業会社ごとに同方針に基づく目標を設定し2021年度までの5年間

において様々な取り組みを進めています。
「働きがいの向上」を推進する組織としてグループ人財委員会の下にグループダイバーシティ推進協議会とグループ健康
推進連絡会を組織し、グループ全体の持続的な成長の実現に資する人財戦略を協議し、施策の意見交換、情報共有、進捗確認
を行っています。

ニチレイグループ働き方改革方針

https://www.nichirei.co.jp/csr/work/policy.html

出産や育児、介護、配偶者の転
勤、健康不安・罹患など、従業員
が置かれている様々な状況に係
わらず、キャリア分断が起こら
ない仕組みを構築する

キャリア継続の
仕組み

有給休暇取得の
推進

女性活躍推進

ダイバーシティ
＆インクルー
ジョン

方針

働く場所や時間といった就業環
境に自由度を持たせた制度を
導入し、状況にあわせて選択で
きるようにする

就業における選
択肢の拡充

エグゼクティブコーチング

労使協働で働き方改革に取り
組み、従業員一人ひとりが健康
で働きがいを持ち、能力がより
発揮できる適切な労働時間を
実現する

公平に機会・教育の場を提供
し、ニチレイグループの貴重な
戦力となるよう支援する

■ 女性向けキャリア開発プログラムの実施
　女性活躍イベント（Next Step for 2021）　
対象：163名

■ 介護セミナー実施
　4回実施、115名参加

■ 企業内保育施設を新設
　2018年4月、東京本社ビル内に開設

■ 新たな労働時間管理システム導入100%
■ 労働時間管理システム導入による長時間労
働者への指導を実施

■ 労使協働による過重労働対策の実施
■ 労使協働でニチレイグループ労働時間ガイド
ラインを策定

■ ロジグループ：第5回、第6回『咲かせるロジ
女フォーラム』

　対象：女性社員129名（通算404名参加）
　テーマ：参加者が仕事に対する価値観や女性

が自分らしく働ける環境づくりについて
■ フーズ：「LADY GO UP」
　対象：食品メーカー6社の女性社員（フーズ
女性社員8名）

　概要：社外ネットワーク構築とキャリア開発
を目的としたセミナー

■ フーズ：ダイバーシティフォーラム「SPIRAL 
UP」

　食品メーカー6社の各社部長・課長クラスを
中心に多様な働き方の理解を深める。フー
ズ35名（男性26名、女性9名）

■ カムバック制度の導入
　目的：ライフイベントや成長のためのキャ

リア継続支援
■ 配偶者の転勤に伴う休職制度
　目的：他企業と連携したマルチキャリア形

成の検討と導入
■ 介護セミナー実施、介護ハンドブック作成
　4回実施、103名参加

■ テレワークの本格導入
　食品工場及び低温物流の事業所を除く全
拠点

■ NEW経費精算システム導入
■ 計画年休制度５日間導入
■ e-ラーニングの実施：改正労働法、労働時間
の啓発

 対象：社員、5,101名受講
■ 労使協働による過重労働対策の実施

■ ロジグループ：第7回、第8回『咲かせるロ
ジ女フォーラム』

　対象：女性社員118名（通算522名参加）

■ フーズ：「LADY GO UP」
　対象：食品メーカー6社の女性社員（フー
ズ女性社員8名）

　概要：社外ネットワーク構築とキャリア開
発を目的としたセミナー

■フーズ：ダイバーシティフォーラム
「SPIRAL UP」
　食品メーカー6社の各社部長・課長クラス
を中心に多様な働き方の理解を深める。
フーズ60名（男性46名、女性14名）

目指す姿 重点施策
主な活動

■ 女性社員向けキャリア開発
プログラムの実施

 キャリア研修 3期分（3～5
期）

　対象：32名

『障がい者と健常者が分け隔てな
く共存する社会（共生社会）の実
現』という理念のもと、障がいの
ある方の働く場や機会を創出し、
活き活きと働き、生活していく事
を支援する

障がい者が活き
活きと働く場を
提供

健康寿命が延びる中で、シニアな
らではの経験を活かし、一人ひと
りの価値観、働き方に応じた活躍
の場を創出する

シニア雇用の創
出

■ 新たな労働時間管理システ
ム導入テスト

■ 労使協働による過重労働対
策の実施

■ 障がい者雇用率 2.56%
　（障がい者雇用人数 30名）

■ 障がい者雇用率 2.75%
　（障がい者雇用人数 34名）

■ 障がい者雇用率 2.5%
　（障がい者雇用人数 32名）

■ 定年後再雇用者数 59名
　（定年退職者数 64名）

■ 定年後再雇用者数 57名
　（定年退職者数 65名）

■ 定年後再雇用者数 44名
　（定年退職者数 48名）

■ ロジグループ：第3回、第4回
『咲かせるロジ女フォーラム』
　対象：女性社員132名（通

算275名参加）
■ フーズ：「LADY GO UP」
　対象：食品メーカー5社の女性
社員（フーズ女性社員8名）

　概要：社外ネットワーク構
築とキャリア開発を目的と
したセミナー

■ フーズ：ダイバーシティ
フォーラム「SPIRAL UP」

　対象：食品メーカー5社の
各社部長・課長クラスを中
心に多様な働き方の理解
を深める。フーズ31名（男
性21名、女性10名）

2017年度 2018年度 2019年度

研修プラン

組織の成長や業績向上に向けて、よりよい経営判断をし、ポジティブな変化を起こしていく
（エグゼクティブ自身の変化、周囲への波及効果さらには組織の生産性の向上）

執行役員

次世代経営幹部
育成プログラム

経営人財に必要な「マネジメント力」「グローバルリーダーシップ」に加え、哲学、思想などの大局観の
涵養を通じて『意思決定基軸』を構築する

部長、部付部長

リーダー研修
【プレイヤーから真のマネジャーへの変革】解決すべき課題を発見し、自ら解決策を創り出していく、
強靭で自律的な組織、事業会社から頼りにされる組織づくりの一翼を担う人財の育成

役職層

評価者研修 評価の原理原則を学び、目標管理・評価制度の目的・意義についての理解を深める
未受講者（新卒・キャリア
採用者・転籍者等）

ファシリテーション研修 効率的な会議を実現するために、事前準備から会議運営、フォローまで同一のスキームを理解する 全員

新任役職者研修
組織を牽引するマネジャーに求められる役割とその役割遂行に当たり必要とされる視座・視点及び
言動のポイントを学習する 新任役職者

ファーストキャリア研修
組織や上司の期待する成果を正しく把握し、論理的に解決しながら、その期待する成果を創出できる
人財になるための基本行動の確立を行う

新入社員、
2年目社員、3年目社員

新入社員研修
・学生から社会人への意識転換を行う（主体的な行動、規律のとれた行動を身に着け、ビジネスマナーを取得する）
・Nグループの理解を促し、帰属意識を醸成させる

新入社員、
2年目社員、3年目社員

目的 対象

ニチレイグループでは、多様な人財がそれぞれの職場において働きがいを持って活き活きと活躍していただけるよう、キャリア
マップやキャリア向上に向けた教育の機会を提供しています。国内で働いていただいている外国人技能実習生の方にも働き
がいを持って働いていただける職場づくりに努めています。
食品衛生管理や労働安全衛生など日本で実習していただいたことを母国で活かしていただきたいため、各事業会社の進出国

での職場をご紹介し、ご本人のキャリアが継続できるようなご提案を行っています。

多様な働き方の実現（外国人技能実習生の母国でのキャリア継続に向けて）

ニチレイグループでは、グループ教育訓練規程に則って毎年人財委員会で決定した1年間の教育プログラムを社員へ提供し、
各個人のキャリアアップに向け支援しています。また、イントラネットを使い、品質安全やガバナンスやコンプライアンスに関する
e-ラーニングを国内の全従業員を対象に実施し、リテラシーの向上を目指しています。

人財育成

フレッシュまるいち小名浜工場で2015年から4年間勤務
したベトナム人の技能実習生が、ベトナムに新設したニチレイ
フレッシュの水産加工工場で品質管理担当として継続して
働いていただいています。日本の食品製造現場や品質管理で
学んだことを活かし母国で活躍していただいています。2020
年度も新たに1名、元外国人技能実習生の方がベトナムの同
加工場で入社しました。今後も外国人技能実習生のキャリア
アップを支援していきます。

ニチレイフレッシュまるいち （本社：福島県小名浜工場）

多
様
な
働
き
方
の
実
現

公
平
な
機
会
の
提
供

長
時
間
労
働
の
是
正

■ 働き方改革の主な施策と活動進捗（2017-2019）

階層別研修プラン
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な
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う
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は
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き
ど
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す
。
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の
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振
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っ
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す
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は
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。
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に
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受
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苦
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て
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す
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長
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ね
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ま
た
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ま
す
。

佐
藤

　そ
の
せ
い
か
、
日
本
人
従

業
員
の
定
着
率
も
良
く
な
っ
て
い

ま
す
ね
。
特
に
、
若
い
男
子
の
定

着
率
が（
笑
）

大
櫛

　そ
し
て
、
実
習
期
間

を
終
え
て
帰
国
し
た
人
が
、

ニ
チ
レ
イ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
ベ

ト
ナ
ム
の
水
産
加
工
場
ト
ラ

ン
ス・パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・シ
ー

フ
ー
ド（
Ｔ
Ｐ
Ｓ
）
に
就
職

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

岡
　は
い
、
１
期
生
の
イ
エ

ン
さ
ん
（
ｐ
25
参
照
）
が
、

こ
ち
ら
の
製
造
現
場
や
品
質

管
理
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｓ
で
現
場
と
日

本
を
つ
な
ぐ
役
割
と
し
て
活
躍
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｓ
も
好

調
で
仕
事
が
増
え
て
い
て
、
今
年

も
新
た
に
ひ
と
り
元
実
習
生
が
入

社
し
ま
し
た
。

大
櫛

　と
て
も
い
い
循
環
が
で
き

始
め
て
い
る
感
じ
で
す
ね
。

水産加工品の品質とおいしさは、丁
寧な仕事でつくられる。
（上）機械で三枚におろした鮭の身
に残ったヒレや血合いなどを除去
（中）刺身用鮭は中骨を1本ずつピン
セットで抜く（下）いくらをつぶさ
ないように皮など異物を除去

職
場
が
若
返
っ
て
明
る
く
！

ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生

の
皆
さ
ん
と

大
櫛

　ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
で
は
い

ろ
い
ろ
違
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
困
っ
た
こ
と
は
？

チ
ー

　一
番
困
っ
た
の
は
、
言
葉

で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
で
日
本
語
は
勉

強
し
て
き
た
け
ど
、
実
際
に
来
て

み
る
と
、な
か
な
か
通
じ
な
く
て
。

ラ
ン

　皆
さ
ん
、
話
す
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
。
あ
と
、
工
場
の
中

で
使
う
言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
。

ダ
オ

　勉
強
し
た
と
き
は
、
丁
寧

語
だ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
皆

さ
ん
が
話
す
の
は
短
く
省
略
さ
れ

大櫛さんからの
エール！

（左）ブイ・ティ・フーン・ラン　愛称「ランさん」 2018年来日
（中）グエン・ティ・アイン・ダオ　愛称「ダオさん」 2017年来日
（右）グエン・トゥイ・ミー・チー　愛称「チーさん」 2016年来日

　フレッシュまるいちは、すごく従業員
に優しい会社。社長からパートさんまで、
みんな優しくて親切で、毎日楽しかった
です。私はベトナムの大学で製薬の勉強
をしていたので、若松工場での実習期間
が終わるときに、フレッシュまるいちの
大西社長（当時）に「品質管理の仕事もや
ってみては」と言われて、小名浜工場に行
きました。品質管理の重要性を、すごく感
じるようになりました。
　もっと日本で働きたいと思ったのです
が、ベトナムに日本の工場をつくると聞
いて、それなら子どもと一緒に暮らせる
し、嬉しいと思って。今の目標は、TPSの
仲間とがんばって、まずはしっかり利益
を出したいと思います！

ドー・ティ・イエン（イエンさん）
2015年来日。技能実習生として
フレッシュまるいち若松工場に
3年間在籍後、小名浜工場で1年
間品質管理の基礎を学ぶ。ベト
ナム帰国後、ニチレイフレッシュ
が2018年に新設した水産加工
場（TPS）に勤務。

ベトナムTPSの元実習生と
テレビ電話で対話！

た
言
葉
だ
っ
た

り
し
て
、
最
初

は
わ
か
ら
な

か
っ
た
で
す
。

方
言
も
わ
か
ら

な
い
。

大
櫛

　あ
あ
、

そ
れ
は
私
も
わ

か
ら
な
い
（
笑
）

ラ
ン

　で
も
、

み
ん
な
私
が
ベ

ト
ナ
ム
人
と
わ

か
る
か
ら
、
説
明
の
と
き
は
ゆ
っ

く
り
話
し
て
く
れ
る
。
優
し
い
で

す
。

ダ
オ

　工
場
の
専
門
用
語
は
、
毎
日

ノ
ー
ト
に
書
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

大
櫛

　皆
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
？

チ
ー

　将
来
の
夢
は
、
ベ
ト
ナ
ム

で
、
日
本
に
行
き
た
い
人
に
日
本

語
を
教
え
る
セ
ン
タ
ー
を
開
き
た

い
。
私
は
、
日
本
に
来
て
、
こ
の

工
場
に
来
て
、
い
い
経
験
が
で
き

て
幸
せ
だ
か
ら
。
も
っ
と
日
本
語

を
勉
強
し
た
い
で
す
。

ラ
ン

　日
本
で
友
だ
ち
が
で
き
て
、

工
場
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話

せ
る
仲
間
が
で
き
て
、
と
て
も
嬉

し
い
。
ベ
ト
ナ
ム
に
帰
っ
た
ら
、

日
系
企
業
に
入
っ
て
も
う
少
し
勉

強
し
た
い
で
す
。
そ
れ
で
、
自
分

の
店
や
会
社
を
持
ち
た
い
で
す
。

ダ
オ

　私
は
日
本
の
衛
生
管
理
を

勉
強
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
工
場
で

教
え
た
い
で
す
。
小
名
浜
工
場
は

い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
の
一
般
的
な
工
場
は
、

ま
だ
衛
生
管
理
の
意
識
が
低
い
と

こ
ろ
が
多
い
の
で
、
改
善
の
役
に

立
ち
た
い
で
す
。

これが、「冷めてもふっくらおいしい」と
評価の高い小名浜工場の定塩鮭

「思いをきちんと持っていると伝わ
る」ということを、今回は実感しま
した。それがないと、いくら上から
言っても現場はバラバラになってし
まいます。皆さんの目指すところが、
一人ひとり表現は違っても、
ちゃんと一つになってい
て頼もしいと思いました。
そういう状態が続いてい
けば、伝統を受け継ぐ人
も出てきて、新
しいチャレン
ジもできる。次
の飛躍が楽し
みです。
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